
一
氏
が
「
社
会
イ
ン
フ
ラ
一

一
展
望

C
I
I
M
(
シ一

一
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ

一
ン
フ
ォ
メ
!
シ
ョ
ン
・
マ

一
ン
ト
)
の
ス
ス
メ
|
個
別

一
管
理
か
ら
、
全
体
の
最
適

一l
l
」
を
テ
ー
マ
に
特
別
講
一

一
日
写
真
。

一
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
や
I
C

一
の
動
向
を
含
む
社
会
イ
ン

一
情
勢
の
変
化
を
説
明
し
た

一C
I
M
(
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ

冒
頭
、
木
村
委
員
長
が
あ
い
さ
一
・
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
・

つ
し
た
後
、
岡
村
幸
弘
副
委
員
長
一
リ
ン
グ
)
に
触
れ
、
「

(
C

(
同
局
企
画
部
地
方
事
業
評
価
管
一
の
導
入
で
)
計
画
か
ら
維
持
管
理

理
官
)
が
情
報
化
施
工
の
動
向
、
一
ま
で
の
ト
ー
タ
ル
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

日
本
建
設
機
械
施
工
協
会
の
藤
島
一
が
可
能
と
な
る
。
ー
そ
れ
に
よ
り
社

一
崇
氏
(
施
工
技
術
総
合
研
究
所
研
一
会
資
本
が
立
派
に
機
能
し
、
地
元

一
究
第
三
部
研
究
課
長
)
が
情
報
化
一
の
人
に
ど
の
よ
う
に
愛
さ
れ
て
い

北
陸
I
C
T戦
略
推
進
委
員
会
一
施
工
技
術
の
効
果
と
そ
の
活
用
に
一
る
か
を
実
感
で
き
る
」
と
述
べ
た
。

(
委
員
長
・
木
村
邦
久
北
陸
地
方
一
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
解
説
し
た
。
一
ま
た
、
管
理
の
枠
組
み
の
再
構
築

整
備
局
企
画
部
長
)
は
6
目、

2
一
続
い
て
、
「
揚
川
改
良
津
川
地
区
一
に
つ
い
て
も
言
及
し
、
国
土
管
理

0
1
3年
度
北
陸
I
C
T
(情
報
一
舗
装
工
事
(
施
工
H
加
賀
田
組
)
」

通
信
技
術
)
戦
略
セ
ミ
ナ
ー
を
新
一
と
「
熊
森
右
岸
築
堤
工
事
(
同
慶

潟
市
中
央
区
の
新
潟
日
報
社
メ
デ
一
瀬
)
」
の
各
担
当
者
が
情
報
化
施

ィ
ア
シ
ッ
プ
で
開
催
し
た
。
情
報
一
工
技
術
を
活
用
し
た
現
場
の
実
例

化
施
工
技
術
に
対
す
る
関
心
は
高
一
を
紹
介
し
た
。

く
、
発
注
機
関
、
建
設
企
業
な
ど
か
一
第
2
部
で
は
国
土
交
通
省
顧
問

ら
多
く
の
関
係
者
が
集
ま
っ
た
。
↑
で
、
日
大
客
員
教
授
の
佐
藤
直
良

1111日川川11川11川11川間11111川t

理
の

し

ν
l
・
イ

ネ
ジ
メ

の
維
持

理
へ

し
た

j総督おこ欝持c 
|推進委・ ICT戦略セミナー|

3.毎日
6.中日
9.伊勢
12.日刊工業
15.日本海事
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上フ T
Iモョでラな
M デン、のど

【建設ICT】

1.日経
4.読売
7.産経
10.中部経済
@建設通信
16.建設工業

平成25年 12月 10日《司〉

2.朝日
5.岐阜
8.静岡
11.建通
14信濃毎日

CsUser0
建設通信新聞


